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　本研究科では、若手教員等を海外の教育研究機関に派遣し、先進的な研究や
すぐれた教育実践に参画および機関の環境整備等を視察することにより、今後の
教育研究および環境の改善に資することを目的とした海外派遣制度を設けていま
す。私はこの制度を利用させていただき、2010年8月3日から2010年8月29日までの間、
米国のスタンフォード大学に所属している Subhasish Mitra 助教授を訪問しました。
　Mitra 助教授は、ロバストVLSIシステムの研究を活力的に行っており、システム
のデバッグ技術、検証技術などで優れた業績を上げております。以前から、研究
室を複数回訪問するなど研究面での交流があり、より深いコラボレーションを進め
るために今回の訪問先に選びました。
　滞在期間中は、スタンフォード大学、大阪大学でそれぞれ実施しているVLSI
高信頼化設計について情報交換を行うとともに、今後のVLSI 設計の方向性につ
いて議論しました。特に、VLSI の耐ソフトエラー設計技術、ばらつき許容技術
について大阪大学の成果を教授するとともに、スタンフォード大学で行われている
VLSI の自己診断技術や大規模プロセッサの製造後デバッグ技術、信頼性モニタ
技術などの先進の研究成果を、Mitra 助教授や学生とのディスカッションを通じて
学びました。デバッグ技術については、橋本とも以前から交流があったシリコンバ
レーの企業研究者を交えた共同研究のディスカッションに数回に渡って参加し、ハ
イエンドプロセッサ設計での実際的な課題に直接触れ、実研究課題の把握を行う
ことができました。また次世代集積デバイスとして期待が高いカーボンナノチューブ
を用いた回路設計や MEMSリレーを用いた集積デバイスなど、集積システムの将
来と課題について問題意識を共有しました。
　Mitra 助教授は、すばらしい研究実績を上げており、すでに国際会議のキーノー
ト講演を二回も行うなど世界に広く認知されています。そのような彼でも、米国の

他大学と比べて特に要求されるレベルが高いスタンフォード大学でテニュ
アをとるために、強い精神的なプレッシャーを感じて仕事をしているのが
印象的でした。ちょうどテニュアの審査が滞在期間中に行われていました。
日本の若い教員の置かれる環境とは歴然たる差があります。また、学生
の研究へのモチベーションの高さとタフさも印象的でした。Mitra 助教授
から厳しい質問 ( 叱責 ?) をたびたび受けていましたが、それを乗り越えて
学生が一人前の研究者として成長していく過程に触れることができました。
母国を離れて研究に励む意志の強さによるところも大きいと感じます。
　本滞在を通じて、より密接な Mitra 助教授と関係を築き、滞在終了後
すでに3度も議論や食事を行うなど、コラボレーションが深まっています。
また、滞在中にカリフォルニア大学バークレー校やインテル社を訪問し、

人的ネットワークの拡充
をはかることができまし
た。さらに記録的な猛
暑の日本を離れ、快適
な夏を過ごすことがで
きました。このような機
会を与えていただいた
ことに対し、心から感
謝いたします。

情報システム工学専攻・橋本　昌宜

若手教員海外派遣を利用した海外研修
スタンフォード大学を訪問して

スタンフォード大学

滞在した学生寮のあちこちにある子供用遊具 夕暮れのハーフドーム ( ヨセミテバレー )
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　情報科学研究科では、情報科学の面白さや素晴らしさを紹介し、理解を深め

てもらう機会を提供するために、高校生・高専生、保護者の方々を対象とした

「一日体験教室」を平成17年から開催しています。本年度も、本学「いちょう祭」

行事の一環として、平成22年５月１日に同教室を開催しました。午前中は、各

専攻における研究内容を説明する研究室開放のコーナーを用意して、自由に見

学していただき、午後は、楠本真二教授による「ソフトウェア開発を可視化する」

と題した講義と、６専攻６研究室による体験学習を行いました。高校生を中心

に44名の参加者がありました。多くは高校１、２年生で、若干名の高専生の参

加もありました。また、アンケート結果から大阪大学、大学というもの、情報

系分野の研究に興味を持って参加した高校生が多かったことがわかります。指

導の先生の奨めで参加した方も多くありました。平成23年度も同時期に開催い

たしますので、多数の参加をお待ちしております。

研究室開放―専攻紹介
　１．�情報基礎数学専攻／理学部数学科の教育内容紹介及び情報科学研究科の

組合せ論、ゲーム理論、表現論、数理物理学、形状設計のための曲線・

曲面論、非線形偏微分方程式、コンピュータ実験数学、数値解析などの

最新の研究内容を紹介しました。特に今年度は、非線形挙動の面白さに

ついてプロジェクター映像で説明しました。

　２．�情報数理学専攻／数理計画法やデータ解析法などの数理科学的アプロー

チにより、様々な対象に対してシステム化とその応用に関する研究を

行っています。実社会の生産活動・自然現象や社会現象のモデリングや

データ分析法を紹介しました。

　３．�コンピュータサイエンス専攻／インターネットなどの多数のコンピュー

タで構成されるネットワークについて、その性能を向上させるための研

究を紹介しました。

　４．�情報システム工学専攻／「画像、音響処理ハードウェアと VLSI 設計技

術の紹介」と題して、動画像、静止画像処理技術、立体音響効果再現技術、

ならびに VLSI 設計技術など、先端の研究内容について紹介しました。

　５．�情報ネットワーク学専攻／安全・安心で、より豊かな生活のできる社会

を実現するための通信ネットワーク技術の研究をしています。映像、パ

ネル、デモシステムなどを使って最先端の研究内容を紹介しました。

　６．�マルチメディア工学専攻／情報技術の中核であるデータベース技術と、

ユビキタス・P2P・Web などの技術を融合させ、さまざまなデータを

応用するシステム構築に関して研究を行っています。私たちが構築した

いくつかのシステムについて、デモやパネルを用いて紹介しました。

　７．�バイオ情報工学専攻／“ざらざら”や“つるつる”といった感覚はどこ

副研究科長・清水　浩

平成22年度　一日体験教室
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からくるのか？モノが見えるとは？他人が感じている感覚を感じること

ができるか？私達はあらゆる感覚を伝送する技術の開発・研究を行って

います。その最新技術のデモ・展示を行います。

講義「ソフトウェア開発を可視化する」
（コンピュータサイエンス専攻　楠本真二　教授）

　�　ソフトウェアは我々の生活の進歩にとって不可欠なものであると同時に大

規模なものとなっています。同じようなコードを異なるソフトウェアへ移植

したり利用したりすることもあります。ソフトウェアの開発維持を助ける可

視化について紹介がありました。

体験学習
　１．生産活動や社会現象のモデリング（情報数理学専攻）

　　　�実社会には身近なものから大規模なものまで様々な意思決定問題が存在

します。組み合わせ最適化などを紹介しながら、モデリングがどのよう

に役立っているかを学んでもらいました。

　２．�コンピュータネットワークの強調動作を学ぶ（コンピュータサイエンス

専攻）

　　　�多数のコンピュータで構成されるネットワークでは、コンピュータが互

いに協調して動作しています。この協調がどのようなものかを体験を通

して学んでもらいました。

　３．マイコンプログラミング体験（情報システム工学専攻）

　　　�情報通信機器、家電機器などいたるところでマイコンは使用されていま

す。マイコンのプログラミングを通じてハードウェアを動かす面白さを

体験してもらいました。

　４．次世代インターネットの QoS（情報ネットワーク学専攻）

　　　�QoS（Quality of Service）制御機能付きルータの実機を利用し、次世代

インターネット上での動画像通信を体験してもらいました。

　５．仮想空間を作ってみよう（マルチメディア工学専攻）

　　　�コミュニケーションやエンターテイメントなどに用いられる仮想空間

を、デジカメで撮影した写真を使って簡単に構築できる技術について体

験してもらいました。

　６．インタフェース技術と人間情報処理（バイオ情報工学専攻）

　　　�頭部に微弱電流を流すことでバランス感覚が変わる装置や単なる振動刺

激が凸凹感や牽引力に感じる装置などの最新のインタフェース装置を体

験して頂き、自分自身の知覚や情報処理がどのように行われているのか

を学んでもらいました。
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　本記念論文は，2010年に創立50周年を迎えた情報処理学会が実施した記念
事業の一環として，情報処理分野（基盤分野，ネットワーク分野，知能分野，
情報システム分野）に関する邦文または英文の原著論文が公募され，記念論文
選考委員会によって選考がなされた．具体的には，公募による投稿論文総数45
編の上位13編，および論文誌9誌の採択論文95編より，特に推薦された５編の
中から優秀な論文4編が選定され，2010年11月18日に明治記念館で開催された
記念式典において表彰が行われた．
　情報科学研究科からは，下記の２編の論文が採択された．

［基盤分野］
　タイトル：プログラム依存グラフを用いたコードクローン検出法の改善と評価
　著者：肥後芳樹，楠本真二
　概要：�これまでにさまざまなコードクローン検出手法が提案されているが，

すべての面において他の検出手法よりも優れているものはない．各検
出手法は一長一短であり，コードクローン検出を行う状況に応じて適
切な検出技術を用いることが重要である．プログラム依存グラフを用
いた検出の長所は非連続コードクローンを検出できることである．し
かし，その反面，連続コードクローンについては，他の検出技術に比
べて検出能力が低い．また，検出に必要な計算コストが高いため，実
規模ソフトウェアに対しては適用が難しいという弱点もある．本論文
では，これらの弱点を改善するための手法を提案する．提案手法を組
み合わせ，１つのコードクローン検出手法として用いることにより，
実規模ソフトウェアから実用的な時間でより適切にコードクローン検
出を行うことができる．実際に，提案手法を検出ツールとして実装し，
複数のオープンソースソフトウェアに対して評価を行い，その有用性
を確認した．

［ネットワーク分野］
　タイトル：移動無線端末の位置情報と通信情報を用いた災害現場地図の自動生成
　著者：南本真一，藤井彩恵，山口弘純，東野輝夫
　概要：�本論文では，モバイル無線端末間の無線通信履歴とモバイル無線端末

の GPS などから得られる端末の移動履歴を用いて，建物などの位置
および形状を推定する手法を提案する．災害発生時に効率の良い傷病
者救助活動を行うためには，災害現場の地理情報，特に，現在移動可
能な領域を特定することが非常に重要であるが，建物の倒壊や道路の
寸断，建造物情報の不足などにより既存の地図では不十分な場合が多
い．赤外線やレーザによるレンジセンサ，カメラを用いた画像解析に
よって建造物を推定する手法も多く研究されているが，ハードウェア
コストや測定にかかる人的コストが無視できない．これに対し，提案
手法では医療従事者などが保持するモバイル無線端末の無線アドホッ
ク通信機能と GPS 測位機能のみを仮定し，それらの人員が領域を歩
き回ることで得られる端末間の通信情報と，端
末の位置情報のみを用いて障害物の位置や形
状を推定し，対象領域の地図を自動作成する．
150m ×190m 内にいくつかの建造物が存在す
る領域を対象に，15人の移動を想定した実機
実験で提案手法の性能を評価した結果，約350
秒で推定精度85%程度の地図を生成できること
を確認した．また，シミュレーション実験によ
り様々な環境で提案手法が有用であることが
示された．

東野　輝夫、楠本　真二

情報処理学会50周年記念論文

記念式典での表彰式
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　この度、第四回嵩賞を受けることとなり大変光栄に思います。ご推薦いただ

きました指導教員の西尾章治郎教授、また審査委員会の皆様に心よりお礼申し

上げます。私が受賞できましたことは、ひとえに西尾教授ならびに西尾研究室

の皆様のご指導と、研究を進める上での活発なご討論、ご協力あっての賜物と

感謝の気持ちでいっぱいです。受賞に際して、嵩賞をいただきました研究とそ

の経験をここでお話しさせていただきます。

　嵩賞をいただいたのは、携帯電話における Web ページ提示手法に関する研

究で、卒業研究から博士課程を通して取り組んできたものです。携帯電話の

技術革新により、携帯電話による Web 閲覧が一般的なものとなりました。し

かし携帯電話は小さな画面と数字キーや方向キーといった貧弱な入力インタ

フェースしか持たないため、PC での閲覧を前提として作成された Web ペー

ジを閲覧するには不便です。また携帯性を確保するため、画面サイズや入力イ

ンタフェースの大きな改善は困難です。そこで小さな画面と貧弱な入力インタ

フェースでも快適な Web 閲覧環境を実現するための手法を提案してきました。

　最初に提案した手法では、携帯電話の画面サイズを考慮しながら、Web ペー

ジを関連した情報のブロックに分割し、各ブロックの形状とコンテンツに応じ

て提示方法を決定します。例えばサイトのメニュー一覧を表示するブロックで

は自動スクロールによってユーザの操作量を低減します。一方ニュースの詳細

を解説するようなブロックでは、ユーザの「読む」という動作に自動スクロー

ルが適さないため、ユーザの手動のスクロールで閲覧させ、補助機能としてブ

ロックの先頭へジャンプする機能や、画像を頭出しする機能を提供します。こ

のような適応的な提示手法と、Web ページ全体を俯瞰できるようページの縮

小図を提示するオーバビューとを組み合わせることで、ユーザの操作量を低減

しました。その後、縮小図を表示するのみのオーバビューでは視認性を確保で

きないため、オーバビュー提示手法の改良に取り組みました。各ブロックが何

を表示するのか、コンテンツを解析し代表的な語をアノテーションとして提示

することで、ユーザが必要としている情報を素早く発見できるよう補助します。

　先に述べた手法では Web ページ自体に着目しました。しかしここで、ユー

ザの状況も Web 閲覧に大きく影響を与えるのではないかと考えました。携帯

Microsoft Research Asia・荒瀬　由紀

嵩賞を受賞して

Figure 1 フィッシュアイビュー機能
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電話を用いた Web 閲覧の場合、電車の中でや外を歩きながらなど、多様な閲

覧状況が起こると考えられます。その状況によって、どれだけ画面に集中でき

るかや、煩雑な操作を行えるかといった条件が変化します。そこで携帯電話の

数字キーに、自動スクロールやフィッシュアイビュー、ブロック頭出しなど、

既存研究やユーザ評価で有効性が確認された各種の提示手法を割り当て、ユー

ザが適した機能をワンボタンで選択できるようにしました。ユーザの多様な閲

覧状況を再現する必要があるため、評価実験では実際にユーザに端末を持ち

帰ってもらい自由に使用してもらう方法を取りました。実環境での使用に耐え

うるアプリケーション設計や、信頼性のあるユーザ評価の計画と結果の分析な

ど、苦労も多く学ぶことがたくさんあり、思い入れの深い研究となりました。

そのときに得た知識・経験は、今でも研究を行う上で役立っています。

　私が研究を始めた学部４回生のころは、携帯電話によるインターネットアク

セスの黎明期で、国際会議発表ではトピックの新しさに注目が集まりました。

今ではほとんどの携帯電話ユーザが日常的にインターネットを使用する状況が

実現し、その発展の速さに目を見張る思いです。さらに、加速度センサやジャ

イロセンサなどの各種センサが搭載されており、ユーザのコンテキストを認識

することが可能になりました。またソーシャルネットワークサービスとの連携

により、コミュニケーションの「ため」のツールから、コミュニケーションを「促

進する」ツールになりつつあります。このように携帯電話はユーザと常に共に

あり、ユーザを理解したサービスを提供する端末に進化していくのではないか

と期待しています。

　卒業後、マイクロソフト研究所のアジア拠点である Microsoft Research 

Asia に入社し、北京で研究活動を続けています。現在は自然言語処理グルー

プに所属しており、特に日英機械翻訳と日本語言語処理に携わっています。先

に紹介した研究で自然言語処理技術を利用した折に興味を持ち、より深く取り

組みたいと思ったのがきっかけです。新しい分野に挑戦しているので学ばなけ

ればいけないことも多いのですが、それも楽しく、また受賞研究において学ん

だ研究への取り組み方が支えとなっており、充実

した研究生活を送っています。さらに受賞研究を

通して培った知識を活かし、携帯電話によるユー

ザの状況推定とそれを応用したサービスの実現を

目指す、グループ横断プロジェクトにも取り組ん

でいます。

　さて最後になりましたが、今回の栄誉ある嵩賞

受賞を新たな出発点として、益々精進していくつ

もりです。皆様今後ともどうぞご指導を賜ります

ようお願い申し上げます。
Figure 2 �オフィスでのディスカッションの様子

（左：酒井哲也主任研究員）
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　このたびは第４回嵩賞を頂き、非常に光栄に感じると同時に、心より感謝し

ております。日頃から熱心にご指導していただいた村田正幸教授と荒川伸一助

教をはじめ、賞の創設や選考に関わられた皆様に深くお礼申し上げます。この

ような場をいただきましたので、僭越ながら、後進の方々への一助となればと

思い、私の嵩賞受賞の研究内容とその経験を書かせていただきます。受賞の対

象となった「アトラクター選択にもとづく適応的な波長光ネットワーク制御に

関する研究」は、博士後期課程の２年から取り組み始めた研究です。生物の適

応的な振る舞いを応用することで、ネットワーク上の環境変化に対する適応性

と、通信機器の障害が発生しても運用を続けることが可能なロバスト性を備え

た波長光ネットワーク制御を実現しました。

 インターネット人口の増加や高速アクセス網の発展に伴い、インターネット

トラヒックは増加の一途を辿っています。光ネットワークは、膨大なトラヒッ

クを収容することが可能であり、増加し続けるトラヒックを収容する手段とし

て重要な役割を担っています。一方で、ネットワークの発展は、Ｐ２Ｐネット

ワークに代表されるオーバーレイネットワークなど、新たなアプリケーション

の登場を促しました。例えば、オーバーレイネットワーク上でユーザー独自の

判断による経路の選択を可能にするオーバーレイルーティングが考えられてい

ます。オーバーレイルーティングにより、ユーザーは、遅延やスループットなど、

自身の要求する通信品質に応じた経路を柔軟に選択することができます。その

反面、ネットワーク上のトラヒックの流れが不規則に変動するため、ネットワー

ク状態が予測困難な変動をすることが知られています。私自身も、博士後期課

程１年目は、オーバーレイネットワークを安定的に光ネットワークの上に収容

することを目的とした研究に取り組んでいました。この研究を通して、通信の

効率性だけでなく、ネットワーク上の環境変化に対する適応性や通信機器の障

害にも耐えうるロバスト性を備えたネットワークが必要だと感じました。

 このときに村田先生に紹介していただいたのが、生物の適応的な振る舞いを

モデル化した「アトラクター選択モデル」です。アトラクター選択は、シス

テムが確定的な振る舞いとともにゆらぎによって駆動され、それら2つの振る

舞いがシステムの状態を示すフィードバック値である活性度によってアトラ

クターを選択するという概念です。いく

つかの生物の振る舞いがアトラクター選

択モデルで説明されています。その中で、

細胞内の遺伝子制御ネットワークと代謝

反応ネットワークの構成が光ネットワー

クと IP ネットワークの構造に似ている点

から、遺伝子ネットワークの触媒作用に

よる代謝反応ネットワークの制御におけ

情報ネットワーク学専攻・小泉　佑揮

遺伝子制御・代謝反応ネットワークと波長光ネットワーク
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るアトラクター選択に注目しました。遺伝子制御ネットワークは、代謝反応ネッ

トワークで生成される細胞の成長に必要な物質の濃度を活性度としてフィード

バックされ、それにもとづいて代謝反応ネットワークを制御します。活性度が

低ければゆらぎによって適当な状態を探索し、成長に必要な物質を生成します。

この仕組みを光ネットワークの制御に応用しました。IP ネットワークの状態

のフィードバックを受け、アトラクター選択によって適切に光ネットワークを

制御します。これにより、IP ネットワーク状況が変化しても、それに応じて

適応的に光ネットワークを制御することができます。シミュレーション評価に

よる有効性の実証だけでなく、共同研究相手の NTT ネットワークサービスシ

ステム研究所に協力していただき、NTT 社が所有する実験ネットワークで動

作検証も実施しました。既存研究の多くは、スループットなどの性能向上や制

御の最適性を議論の対象としていますので、環境変化に対する適応性を主目的

とした私の研究に対する査読者からのコメントにも賛否両論がありました。最

終的には注目度の高い学術論文誌に採録していただいたのみならず、日本経済

新聞でも報道していただきました。

　この研究を通して、１つの分野に閉じず、様々な世界に目を向けることの重

要性およびその可能性を実感しました。学生の間に、この研究に従事できたこ

とを幸運に思います。生物のダイナミクスが私にとって全く新しい分野であっ

たこともあり、遺伝子制御・代謝反応ネットワークと光・IP ネットワークの

類似性とは裏腹に、アトラクター選択を応用した光ネットワーク制御の実現ま

でには1年以上を費やしました。この間、村田先生と荒川先生、さらに研究室

の友人たちから、多くのアドバイスをいただきました。この研究成果は、いた

だいたアドバイスやご指導の賜物であると感じています。この場をお借りし、

重ねてお礼申し上げます。

　最後になりましたが、大阪大学大学院情報科学研究科という素晴らしい環境

で勉学に励むことができたことを嬉しく思います。この環境を支えてくださっ

ている全ての方々に感謝いたします。今後は、嵩章をいただいたという栄誉を

糧に、私が学んだこ

とを学生に伝え、ま

た、情報科学研究科

の発展にわずかでも

貢献できるように努

めたいと思います。

今後もご指導のほど

よろしくお願い致し

ます。

アトラクター選択にもとづく波長光ネットワーク制御のデモプログラム
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　この度は第４回嵩賞を頂き誠にありがとうございました。ご推薦頂きました

指導教員の尾上孝雄教授、ならびに本賞に関わられた皆様に厚く御礼申し上げ

るとともに、研究のご指導を頂いた橋本昌宜准教授をはじめ、研究を支えて下

さった尾上研究室の皆様に深く感謝申し上げます。

　私は、博士前期・後期課程を通して、LSI（Large Scale Integration）回路

設計、特にその低電力化について研究を行いました。まず私の研究テーマにつ

きまして、簡単に説明させていただきます。現在、LSI はパソコンや携帯電話、

テレビといった電子機器・家電製品から自動車に至るまで、あらゆる製品に用

いられており、我々の生活を影で支

える存在となっています。さらに近

年では、LSI の新たな適用先とし

てセンサネットワークへの期待が高

まっています。センサネットワーク

とは、センサと通信機能を有した無

数の小型端末（センサノード）を空

間に配置し、それらから情報を収集

するシステムのことです。具体的な

応用例として、災害の自動監視、環

境モニタリング、ビルの環境管理な

どが考えられており、将来の「安全・

安心」な社会を実現するにあたり必

要不可欠な技術です。センサノード

は、その設置やメンテナンスの容易

性から、振動・太陽電池のような環

境エネルギーやボタン電池等、容量の限られた電源を使用することが想定され

ています。従いまして、センサノードに用いられる LSI には、高い演算処理

性能よりも非常に小さな電力消費が望まれます。

　このような低電力 LSI を実現する方法として、サブスレッショルド回路と

呼ばれる低い電源電圧（通常1V で動作するところ、0.3～0.5V 程度）で動作

させる回路技術が注目されています。サブスレッショルド回路は、低速・超低

電力という特徴を有しています。その一方で、製造ばらつきや温度等の環境変

動に弱く、動作速度等の回路性能がこれらによって大きく変化するという問題

があり、未だ実用化には至っておりません。そこで、私の研究ではこの問題の

解決を目指し、大きな回路性能の変動を許容する回路技術の提案を行い、従来

技術に比べて消費電力の大幅な削減を実現しました。

　LSI 回路設計分野の研究の進め方としましては、まず回路のアイデアを練

ることから始まり、有効であると判断されたものについて実際に設計を行い

東京大学 生産技術研究所・更田　裕司
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ます。設計はコンピュータ上の専用ソ

フトウェアを用います。その後、設計

データを半導体メーカに渡し、LSI の

製造（試作）を依頼します。そして、

試作した LSI を研究室で測定し、良

い結果が出れば、その成果を国内外の

学会で発表することになります。この

構想から成果を発表するまでの期間に

は、少なくとも一年程度は必要で、と

ても気の長い研究です。さらに、回路

の設計や測定には、多くのノウハウ・

技術、高度な測定機器が必要で、研究

が思うように進まなくなる事もしばし

ばです。その反面、自身で設計した回

路がコンピュータ上ではなく、LSI と

いう実際のモノとして動作する様子を

見ると、言葉では言い表せない喜びがあります。この喜びの瞬間こそが、LSI

回路設計の研究の魅力だと考えています。

　私がこの研究を通して学んだ事は、当たり前の事ですが、「良く考えること」

です。もし製造した回路に誤りがあった場合の時間的なロスは非常に大きく、

これを未然に防ぐには、設計段階で様々ケースを考慮した深い検討が不可欠で

す。このような環境の中で、研究の基本である良く考えることを体で覚えるこ

とができたのではないかと実感しています。

　現在、私は東京大学生産技術研究所で、引き続き低電力 LSI 回路設計の研

究に従事しています。低消費電力を必要とするセンサネットワークの進展によ

る安全・安心な社会の実現に少しでも貢献できるよう、これからも努力して参

りたいと考えています。

LSI

LSI

2mm
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　この度は、情報科学研究科賞といった、大変名誉ある賞を頂くことができ、

誠に喜びに堪えません。私は、大阪大学理学部数学科を卒業し、大阪大学大学

院情報科学研究科情報基礎数学専攻博士前期課程へ進学しました。学部４年生

の頃から３年間、日比研究室に所属し、数え上げ組合せ論と呼ばれる分野の数

学を主に勉強してきました。まず初めに、私の研究について少し述べさせてく

ださい。

Ehrhart 多項式の分類
　学部４年から修士２年までの３年間、私は主に「整凸多面体に付随する

Ehrhart 多項式」と呼ばれるものを研究しました。整凸多面体とは、頂点を格

子点に持つ凸多面体であり、それを n 倍に膨らませたものに含まれる格子点

の個数を Ehrhart 多項式と呼びます。Ehrhart 多項式は組合せ論の分野ではし

ばしば現れる多項式です。例えば、魔方陣・Latin 方陣・ドミノタイリング・

Euler 数、などといった組合せ論的対象と密接に関係しています。Ehrhart 多

項式は、それらを考える上で重要な多項式であり、Ehrhart 多項式を研究する

ことは大変意味のあることといえます。また、Ehrhart 多項式は情報科学との

数学的な関連もあり、非常に興味深い研究対象です。私は、学部４年生の初め

に日比研究室に配属され、まず Ehrhart 多項式の基礎を勉強しました。そして、

学部４年生の終わりに、整凸多面体の体積が小さいときの Ehrhart 多項式を完

全に分類することに成功しました。私はこの分類を通して、Ehrhart 多項式に

関する研究に楽しみを覚え、様々な Ehrhart 多項式の研究を続けました。

Gorenstein Fano 凸多面体の Ehrhart 多項式の根
　Ehrhart 多項式の研究を続けていくうちに、私はある論文に出会いました。

その論文の中では、Ehrhart 多項式の根に関するある予想が提唱されていまし

た。私はこの予想の解決を目指し、Ehrhart 多項式の根に関する研究を始めま

した。その中でも特に、Gorenstein 

Fano 凸多面体と呼ばれるものは、

Ehrhart 多項式の根が非常に興味深い

振る舞いを見せます。１つ目の図は、

ある数千個の Gorenstein Fano 凸多面

体の Ehrhart 多項式の根を複素数平面

上に点を打った図です。このように、

実部＝ -1/2という垂直線に対して対

称に分布していることがわかります。

しかも、ある関数の零点、実部、1/2 

とくれば、リーマン予想との関連も垣

情報基礎数学専攻・東谷　章弘

情報科学研究科賞を受賞して
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間見えます。このように、Gorenstein Fano 凸多面体の Ehrhart 多項式の根に

関する研究は、非専門家にも非常に興味深い研究であると言えます。

Symmetric edge 凸多面体の Ehrhart 多項式の研究
　 私 は、 こ の Gorenstein Fano 凸 多

面体の Ehrhart 多項式を詳しく調べ

る た め に、symmetric edge 凸 多 面

体と呼ばれる、有限グラフに付随す

る Gorenstein Fano 凸 多 面 体 を 導 入

し、研究を始めました。有限グラフ

から symmetric edge 凸多面体という

Gorenstein Fano 凸多面体を定義し、

その Ehrhart 多項式を計算し、その根

を計算し、その根の実部が全て -1/2

に一致するかどうかを調べました。頂

点が少ない有限グラフからそれを行う

と、ほとんどの場合が、根の実部が全

て -1/2になったのですが、７頂点で初

めて12個の反例が現れました。２つ目

の図は、その12個の反例のグラフです。

このように、有限グラフという比較的

扱いやすい対象と関連付けることで、研究を進めやすくすることができました。

　最後になりますが、学部生の頃から日比孝之教授のご指導の下で研究に尽力

した日々は、大変かけがえのないものです。今回のこの賞の受賞も、この分野

へ導いていただき、研究に関する数多くの助言を頂いてこそのものです。また、

熱心なご指導を頂いた先生のみならず、諸先輩方、共に研究に励んだ同輩達の

おかげでもあります。皆様に深く感謝申し上げます。

　私は引き続き、同専攻の博士後期課程に進学します。これからも更なる研究

結果を出せるよう精進して参りたいと考えております。今後ともご指導ご鞭撻

のほどよろしくお願い致します。
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情報科学研究科賞を受賞して

　この度は情報科学研究科賞を授与していただき、大変光栄に思っております。

学部４年生の頃より現在の研究室に配属となり、村田正幸教授、荒川伸一助教

のご指導のもと、２年半の研究生活を送ってきました。研究生活においては思

うように研究が進まず、苦しく思うことや大変に思うこともありました。しか

し自らの研究活動によって今まで分かっていなかったことが明らかになった

り、今までに無かったものが生み出されたりするということは、自分にとって

新しい感覚であり、非常に良い経験となりました。またそれらの研究活動をこ

のような形で認めていただくことができ、非常に嬉しく思っております。

研究生活を通して学んだこと
　研究室に配属となった当初は研究とはどういったものなのかということも分

かりませんでした。しかし研究室の先生方、先輩方に指導していただき、もの

ごとに対して問題意識を持つこと、問題を解決するために何が必要なのかを考

えその解決策の実現のために行動すること、そしてそれらを自らの意思で積極

的に行うこと、こういったことが研究というものなのだということを学びまし

た。研究生活を通して学んだこれらのものごとに対する姿勢や考え方は、研究

だけでなくこれからの自分の人生においても非常に意味のある大切なことだと

思っています。現在大阪大学で勉強、研究をしているみなさんは非常に恵まれ

た環境にいると思います。優秀な先生方や先輩方、充実した環境に囲まれてお

り、自分が実現したいと思ったことが本当に実現できる環境です。これらはど

こにでもあるものではなく、多くの方の努力や協力によって実現されているも

のです。私自身は大学での研究生活を通して研究の素晴らしさを感じ、今後も

研究を行えるように活動した結果、無事研究職につき今後も企業にて研究を行

い社会に貢献できることとなりました。私は大阪大学を離れますが、今後も自

分の周りにある環境が当たり前のものだと思わず、その中で自分のやれること

を精一杯やり、またその環境がより良いものとなるように努力していきたいと

情報ネットワーク学専攻・南　勇貴



51

思います。また今後も大阪大学にて大学生活を送られる方は、漫然と日々を過

ごすのではなく、この恵まれた環境の中でできることを精一杯やっていただき

たいと思います。

　最後になりましたが、未熟な私に対し丁寧に指導してくださった先生方、と

もに研究生活を送った研究室のメンバーの人たち、また私生活を支えてくれた

友人たち、今回この賞をいただけたのはこれら全ての方々のおかげであると深

く感謝しております。ありがとうございました。
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■海外からの訪問者
外国人招へい研究員

氏名・国籍・所属・職 活動内容 期間 受入教員
Shay Kutten イスラエル
テクニオン -イスラエル工科大学　教授

大規模適応型分散アルゴリズムに関する共
同研究

H22年5月14日～
H22年7月11日

増澤教授

Amos Korman イスラエル
パリ第7大学　研究員

大規模適応型分散アルゴリズムに関する共
同研究

H22年5月15日～
H22年6月2日

増澤教授

Perrin Dimitri Gerard フランス
Dublin City University, Postdoctoral Researcher

Hyb r id  Mode l l i ng  and  Advanced 
Computing for Biomedical Systems

H22年6月14日～
H23年11月30日

今瀬教授

Mark Lawrence Claypool アメリカ合衆国
ウースター・ポリテクニック・インスティテュート・コンピュータ科学科、教授

G-COE 英語コミュニケーション能力向上プロ
グラムへの協力

H22年6月22日～
H22年7月29日

竹村教授

Robert William Lindeman アメリカ合衆国
ウースター・ポリテクニック・インスティテュート・コンピュータ科学科、准教授

G-COE 英語コミュニケーション能力向上プロ
グラムへの協力

H22年6月15日～
H22年8月6日

竹村教授

呉　林志　中華人民共和国
ハルビン工業大学理学院　院長、教授

大阪大学とハルビン工業大学との学術交流セ
ミナー

H22年7月27日～
H22年7月31日

谷田教授

陳　明浩　中華人民共和国
ハルビン工業大学理学院、教授

大阪大学とハルビン工業大学との学術交流セ
ミナー

H22年7月27日～
H22年7月31日

谷田教授

呉　松全　中華人民共和国
ハルビン工業大学理学院　副院長、副教授

大阪大学とハルビン工業大学との学術交流セ
ミナー

H22年7月27日～
H22年7月31日

谷田教授

Guangjie Han 中華人民共和国
河海大学、准教授

モバイルセンサネットワークに関する研究
Ｈ22年10月1日～
Ｈ23年9月30日

西尾教授

Isabel Alexandra DIETRICH ドイツ
エアランゲン大学、研究助手

無線センサネットワークにおける階層的な自己
組織型制御の相互作用の評価と考察

H22年11月5日～
H23年5月6日

村田教授

Shiyan Hu 中華人民共和国
ミシガン工科大学、助教授

ナノスケール VLSI の物理設計技術の研究
H22年12月15日～
H23年1月10日

橋本准教授

MORALES GERMAN Daniel　カナダ
カナダ・ビクトリア大学、准教授

大規模ソフトウェアを対象としたライセンス自
動分類に関する研究

H23年1月10日～
H23年2月11日

井上教授

訪問者一覧
氏名・国籍・所属・職 期間 対応教員

Henrik Ehrsson　スウェーデン王国、
Neurosience　Karolinska  Institutet、Associate Professor

H22年12月9日

清水教授
尾上教授

小倉准教授
飯塚助教
前田教授

Johan Hoffman　スウェーデン王国、
CSC-Numerical Analysis KTH-Royal Institute of Technology、Assosiate Professor

H22年12月9日

Fredrik Kahl　スウェーデン王国、
Centre for Mathematical Sciences Lund University、Professor

H22年12月9日

Danica Kragic　スウェーデン王国、
CSC-Computer Vision and Active Perception Laboratory KTH-Royal Institute of 
Technology、Professor

H22年12月9日

Erik G. Larsson　スウェーデン王国、
Electrical Engineering Linköping University、Professor

H22年12月9日

Louise Olsson　スウェーデン王国、
Chemical and Biological Engineering Chalmers University of Technology

H22年12月9日

Andrei Sabelfeld　スウェーデン王国、
Computer Science and Engineering Chalmers University of Technology、Professor

H22年12月9日

José Manuel Páez　スペイン、
マドリッド工科大学，副学長（外務担当）

H23年3月15日
清水教授
増澤教授

伊藤准教授
小野特任准教授

Emilio Minguez　スペイン、
マドリッド工科大学，副学長（学術管理担当）

H23年3月15日

José Manuel Perlado　スペイン、
マドリッド工科大学，核融合機関所長

H23年3月15日
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学術論文誌（平成22年度）
専攻 情報基礎数学 情報数理学 コンピュータサイエンス 情報システム工学 情報ネットワーク学 マルチメディア工学 バイオ情報工学 計

件数 15 16 12 15 32 34 26 150

国際会議録（平成22年度）
専攻 情報基礎数学 情報数理学 コンピュータサイエンス 情報システム工学 情報ネットワーク学 マルチメディア工学 バイオ情報工学 計

件数 3 6 16 26 42 52 28 173

■報道
回　数

新聞への掲載 10 回

テレビ取材（報道） 15 回

雑誌掲載 1 回

■受託研究・共同研究受入数一覧（平成22年度）
専攻 情報基礎数学 情報数理学 コンピュータサイエンス 情報システム工学 情報ネットワーク学 マルチメディア工学 バイオ情報工学 計

受託研究 2 0 2 9 9 2 5 29 

共同研究 0 9 4 2 11 4 4 34 

計 2 9 6 11 20 6 9 63 

■業績
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専攻 研究題目 氏名 研究課題名
情報基礎数学専攻 基盤研究 B 松村　昭孝 粘性や緩和効果を考慮した非線形保存則の解の時間大域構造
情報基礎数学専攻 基盤研究 B 日比　孝之 進化するグレブナー基底の理論を戦略とする凸多面体を巡る未解決問題の探究
情報基礎数学専攻 基盤研究 B 有木　進 巡回ヘッケ代数の表現論のさらなる発展を目指して
情報基礎数学専攻 基盤研究 B（分担） 松村　昭孝 双曲―楕円型非線型偏微分方程式系の時間大域的構造
情報基礎数学専攻 基盤研究 C 和田　昌昭 生物研究のための３次元可視化アルゴリズムの開発
情報基礎数学専攻 基盤研究 C 大山　陽介 パンルヴェ方程式の漸近解析とモノドロミ問題
情報基礎数学専攻 基盤研究 C 山根　宏之 コクセター亜群の構造をもつ一般化された量子群の普遍的な表現論の展開
情報基礎数学専攻 特別研究員奨励費 篠原　英裕 グラフのクリーク被覆とツリー分解
情報数理学専攻 挑戦的萌芽研究 森田　浩 初期計画と適応的変更計画の同時生成を可能とする最適化モデルの開発
情報数理学専攻 基盤研究 B 谷田　純 フォトニックＤＮＡプロセッサの開発とその応用
情報数理学専攻 基盤研究 B 奥原　浩之 企業・消費者の観点からの環境合理性を考慮した数理モデルによる環境調和に向けた解析
情報数理学専攻 基盤研究 B 森田　浩 効率性分析の工学への応用のためのツールの開発
情報数理学専攻 基盤研究 B 八木　厚志 散逸系における指数アトラクタの構造解析とその応用
情報数理学専攻 基盤研究 B（分担） 梅谷　俊治 情報基盤アルゴリズムとしてのハイブリッドメタ戦略に関する研究
情報数理学専攻 基盤研究 C 藤崎　泰正 制御システムの解析と設計への確率的アプローチ
情報数理学専攻 基盤研究 C 畠中　利治 探索点ネットワークを考慮した確率的多目的探索とその進化ロボティックスへの展開
情報数理学専攻 基盤研究 C（分担） 梅谷　俊治 自動設定機能を備えた最適化問題用オンライン・ソルバーの構築と公開
情報数理学専攻 若手研究 B 蓮池　隆 確率・ファジィ要因を適用した数理的リスク管理手法による生産量管理モデルの開発
情報数理学専攻 若手研究 B 梅谷　俊治 大規模な整数計画問題に対する自動構成機能を備えたメタ戦略の開発
情報数理学専攻 特別研究員奨励費 西村　隆宏 光制御型ＤＮＡナノマシンの開発
情報数理学専攻 特別研究員奨励費 酒井　寛人 光・分子融合型超小型情報処理装置の開発
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ専攻 基盤研究 A 萩原　兼一 ＧＰＧＰＵの並列プログラミングモデルの研究
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ専攻 基盤研究 A 井上　克郎 巨大ソフトウェア工学データを対象とした計算ソフトウェア工学の確立
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ専攻 基盤研究 B 角川　裕次 動的ネットワークにおけるＳｅｌｆ－＊分散アルゴリズム設計手法の研究
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ専攻 基盤研究 B 増澤　利光 断続的ダイナミクスを有する分散システムのエネルギー効率にすぐれた安定化手法の確立
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ専攻 基盤研究 C 楠本　真二 コンテキストに応じたソフトウェア保守管理支援に関する研究
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ専攻 基盤研究 C 岡野　浩三 モデル検査技術を活用したソフトウェア設計方法に関する研究
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ専攻 基盤研究 C 松下　　誠 類似ソフトウェア分析基盤の構築に関する研究
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ専攻 若手研究 B 石尾　隆 ソフトウェア部品間のデータ授受関係解析に基づく部品接続誤りの自動検出
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ専攻 若手研究 B 肥後　芳樹 プログラム依存グラフを用いたコードクローン検出法の実用化に関する研究
情報ｼｽﾃﾑ工学専攻 基盤研究 B 今井　正治 マルチプロセッサＳｏＣのアーキテクチャ設計最適化手法
情報ｼｽﾃﾑ工学専攻 基盤研究 C 武内　良典 ダイナミック・リコンフィギャラブル・コンポーネントの設計最適化手法
情報ｼｽﾃﾑ工学専攻 基盤研究 C 菊野　　亨 大規模に収集された開発データからのプロジェクト管理のための知見の導出
情報ｼｽﾃﾑ工学専攻 基盤研究 C 三浦　克介 高速・高精度な超ＬＳＩ故障個所解析装置用診断支援手法の開発
情報ｼｽﾃﾑ工学専攻 若手研究 B 土屋　達弘 ディペンダブル分散システム実現のための耐故障アルゴリズムのモデル検査
情報ｼｽﾃﾑ工学専攻 若手研究 B 伊藤　雄一 机上作業におけるアンビエント情報環境のためのユーザ状況認識に関する研究
情報ｼｽﾃﾑ工学専攻 特別研究員奨励費 新開　健一 チップ設計全工程容易化設計技術
情報ｼｽﾃﾑ工学専攻 特別研究員奨励費 出張　純也 データマイニングの応用によるソフトウェア開発プロセスの改善手法の提案
情報ｼｽﾃﾑ工学専攻 特別研究員奨励費 榎並　孝司 耐ばらつき設計に向けたＶＬＳＩタイミング解析技術の研究
情報ｼｽﾃﾑ工学専攻 特別研究員奨励費 劉　載勲 組込み向け高精度物体認識システムの実現に関する研究
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 挑戦的萌芽研究 東野　輝夫 測路レーダーとＧＰＳを併用した走行車両群のリアルタイム挙動把握
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 特定領域研究 東野　輝夫 都市空間上での大規模モバイルワイヤレスネットワークにおける効率的な情報共有方式
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 特定領域研究（分担） 村田　正幸 ユビキタスネットワークコンテンツに対する管理・統合基盤に関する研究
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 特定領域研究（分担） 若宮　直紀 ユビキタスネットワークコンテンツに対する管理・統合基盤に関する研究
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 基盤研究 A 東野　輝夫 大規模ユビキタスネットワークのリアルタイム・シミュレーション技術の開発
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 基盤研究 A 村田　正幸 生物システムのダイナミクスに学ぶ持続発展可能な情報ネットワークの構築手法
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 基盤研究 B 若宮　直紀 情報ネットワーク社会を支える自己組織型協調制御技術の創出
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 基盤研究 B 今瀬　　眞 社会活動のネットワーク化を実現するコミュニティ指向ネットワーク
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 基盤研究 B 村上　孝三 マルチ仮想ネットワーキングによる高信頼ネットワークシステムアーキテクチャの研究
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 基盤研究 B（分担） 今瀬　　眞 時間スケールの階層構造を用いた情報システムの制御アーキテクチャ設計
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 基盤研究 B（分担） 村田　正幸 時間スケールの階層構造を用いた情報システムの制御アーキテクチャ設計
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 若手研究 A 大崎　博之 テラビット級トランスポート層通信プロトコルの研究開発
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 若手研究 A 山口　弘純 センサネットワークの設計支援技術
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 若手研究 B 中村　嘉隆 ユビキタスネットワークにおけるプライバシ保護手法に関する研究
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 若手研究 B 廣森　聡仁 無線ネットワークシミュレーションを対象としたユーザモビリティモデルに関する研究
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 若手研究 B 木下　和彦 異種無線統合ネットワークにおけるエージェント間協調を用いた動的周波数共用方式
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 研究活動ｽﾀｰﾄ支援 小泉　佑揮 スケーラブルな自己組織型オーバーレイネットワークに関する研究
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 研究活動ｽﾀｰﾄ支援 内山　彰 ユビキタスネットワークにおけるアドホック通信を用いた高効率な移動端末密度推定法
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 特別研究員奨励費 藤井　彩恵 アドホック無線通信機器を利用した位置トレース推定手法とその応用に関する研究
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻 特別研究員奨励費 森　駿介 ワイヤレスセンサネットワークの設計開発支援に関する研究
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 特定領域研究（分担） 原　隆浩 情報爆発に対応する新 IT 基盤研究支援プラットホームの構築
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 特定領域研究（分担） 原　隆浩 ユビキタスネットワークコンテンツに対する管理・統合基盤に関する研究
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 特定領域研究（分担） 寺西　裕一 ユビキタスネットワークコンテンツに対する管理・統合基盤に関する研究
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 特定領域研究（分担） 神崎　映光 ユビキタスネットワークコンテンツに対する管理・統合基盤に関する研究
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 基盤研究 B（分担） 寺西　裕一 位置情報付き画像の分散エージェント管理による内容ベース画像検索とその応用
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 基盤研究 B（分担） 原　隆浩 Wikipedia マイニングによる大規模 Web オントロジの構築
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 基盤研究 C 石原　靖哲 問合せ解像度に基づくデータベースの静的安全性確保に関する研究
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 基盤研究 C 原　隆浩 ソーシャルメディア解析による高精度連想記憶エンジンの研究
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 基盤研究 C 藤原　　融 ネットワーク符号化向け誤り訂正符号の復号法とその性能解析
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 基盤研究 S 西尾　章治郎 モバイルセンサネットワークのための効率的なデータ処理機構に関する研究
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 若手研究 B 清水　正宏 細胞力覚により成長するウェットロボットの開発
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 若手研究 B 吉田　真紀 暗号プロトコルに対する計算論的に健全な安全性検証技術と再設計支援技術の開発
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 研究活動ｽﾀｰﾄ支援 池本　周平 生物規範型ロボットのための自然な身体－制御間インターフェース
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 特別研究員奨励費 伊藤　雅弘 情報信頼性を考慮した Wikipedia からの知識抽出に関する研究
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 特別研究員奨励費 小牧　大治郎 携帯電話を用いたＷｅｂ閲覧のための検索支援インタフェース
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 挑戦的萌芽研究 イン　ベイウェン 単細胞を用いた細胞分化の恒常性モデルの構築
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 基盤研究 A 前田　太郎 「つもり」の検出と伝送：遠隔伝送における随意性の拡張可能性の研究
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 基盤研究 B 四方　哲也 耐熱化過程におけるゲノムネットワークの解析
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 基盤研究 B 清水　浩 全ゲノム一塩基レベル変異解析に基づくストレス耐性細胞の創製
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 基盤研究 B 松田　秀雄 細胞分化過程の解明のための遺伝子ネットワーク解析技術の開発
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 基盤研究 C 西川　雄大 ナノスケール高分子会合体 - 細胞膜界面における相互作用とシグナル交換
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 基盤研究 C 濱口　清治 フォーマル手法およびシミュレーション手法の統合によるハードウェア検証の効率化
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 基盤研究 C（分担） 竹中　要一 例規条項の自治体間対応関係と差異の網羅的な自動抽出－道州制への円滑な移行に向けて
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 若手研究 A 竹中　要一 次世代シークエンサーを用いた対立染色体配列の決定と発現解析法の精度向上
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 若手研究 A 近藤　大祐 医学教育用のバーチャル人体表示装置
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 若手研究 B 小野　直亮 遺伝子型、発現型の網羅的解析に基づく遺伝子制御機構の進化的シミュレーション
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 若手研究 B 市橋　伯一 持続的な遺伝情報複製に対するマイクロ環境の重要性の実験的検証
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 若手研究 B 平沢　敬 アンチセンスＲＮＡ発現系を用いた微生物代謝改変技術の最適化
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 若手研究 B 丹羽　真隆 人間の「つもり」の抽出と「つもり」を用いたロボットの操縦
ﾊﾞｲｵ情報工学専攻 若手研究 B 飯塚　博幸 視覚・触覚・運動による運動主体感の感覚統合に関する研究

■科研費採択リスト（平成22年度）
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氏　　名 専攻 学位名 論文題目 学位取得年月日
品田　博之 情報システム工学 博士（工学） ストロボ電子ビームトモグラフィ法による微小領域磁界分布の計測に関する研究 2010年6月9日
堀﨑　遼一 情報数理学 博士（情報科学） 複眼カメラ TOMBO を用いた多次元情報取得 2010年9月22日
加藤　嘉明 情報ネットワーク学 博士（情報科学） 映像品質を考慮した放送コンテンツ伝送に関する研究 2010年9月22日

作元　雄輔 情報ネットワーク学 博士（情報科学） Fluid-based Analysis and Simulation of Internet Congestion Control Mechanisms
（流体近似法を用いたインターネットにおける輻輳制御機構の解析およびシミュレーション） 2010年9月22日

小林　幸子 情報システム工学 博士（工学） 先端集積回路デバイスにおける歩留り向上のためのレイアウト改良に関する研究 2010年9月22日
杉谷　浩成 情報数理学 博士（情報科学） 労働集約的な作業を対象にした品質マネジメント手法に関する研究 2011年3月25日
姉﨑　　隆 コンピュータサイエンス 博士（情報科学） 視覚を用いたロボット経路教示システムに関する研究 2011年3月25日

長岡　武志 コンピュータサイエンス 博士（情報科学） Study on Model  Abst ract ion fo r  Model  Check ing of  Real - t ime Systems 
（実時間システムに対するモデル検査のためのモデル抽象化に関する研究） 2011年3月25日

榎並　孝司 情報システム工学 博士（情報科学） A Study on Statistical Timing Analysis under Power Supply Noise and  Its Application to Timing-Driven Optimization of Power Distribution  Network
（電源ノイズを考慮した統計的タイミング解析とその電源分配網最適化への応用に関する研究） 2011年3月25日

木本　雅博 情報システム工学 博士（情報科学） On Analysis of Self-Stabilizing Algorithms Using Model Checking
（モデル検査を用いた自己安定アルゴリズムの解析について） 2011年3月25日

新開　健一 情報システム工学 博士（情報科学） A Study on Performance and Reliability Analysis in Variation-Aware VLSI Design
（ばらつき考慮 VLSI 設計における性能・信頼性解析に関する研究） 2011年3月25日

中垣　　亮 情報システム工学 博士（情報科学） 先端半導体デバイス製造における高スループット自動欠陥検出・分類システムを実現するための
画像処理技術に関する研究 2011年3月25日

Kumud Brahm SINGH 情報システム工学 博士（情報科学） Implementation and Evaluation of Sensor-Based Dynamic Web-Browsing in an Ambient Environment
（アンビエント環境におけるセンサー情報を用いた動的ウェブブラウジングの実装と評価） 2011年3月25日

高田　大輔 情報システム工学 博士（情報科学） ネットワーク型ウェアラブル拡張現実感システムの効率化およびコンテキストアウェアネスの導入に関する研究 2011年3月25日

稗田　拓路 情報システム工学 博士（情報科学） Code Optimization Methods for Configurable Processors
（構成可変プロセッサのためのコード最適化手法） 2011年3月25日

牧川　文紀 情報システム工学 博士（情報科学） Constructing Proximity-Aware Balanced Overlay Networks
（近接性とバランスを考慮したオーバーレイネットワーク構築） 2011年3月25日

大原　一人 情報システム工学 博士（情報科学） 映像コンテンツ同時閲覧のための動画像ストリーム並列デコーダに関する研究 2011年3月25日

鍛　　忠司 情報ネットワーク学 博士（情報科学） A Study on Security Techniques for Enterprise Network over Next Generation Network （NGN） 
（次世代ネットワーク（NGN）上での企業ネットワークのためのセキュリティ技術の研究） 2011年3月25日

梶岡　慎輔 情報ネットワーク学 博士（情報科学） Realizing Adaptive Communication Mechanisms by Fiexible Use of Multiple Media in Wireless Networks
（無線ネットワークにおける複数メディアの効果的な利用による適応的な通信機構の実現） 2011年3月25日

藤井　彩恵 情報ネットワーク学 博士（情報科学） Range Free Trajectory Estimation on Mobile Ad Hoc Networks
（モバイルアドホックネットワークを用いたレンジフリー軌跡推定手法） 2011年3月25日

村山　純一 情報ネットワーク学 博士（情報科学） Multilayer Networking Architecture for Heterogeneous Service Provisioning 
（異種サービスプロビジョニングのための多層型ネットワーキングアーキテクチャ） 2011年3月25日

伊藤　雅弘 マルチメディア工学 博士（情報科学） Wikipedia を用いた概念間の関連度測定に関する研究 2011年3月25日

Maike Erdmann マルチメディア工学 博士（情報科学） Extraction of Bilingual Terminology from Wikipedia
（Wikipedia からの対訳辞書抽出） 2011年3月25日

小室　　睦 マルチメディア工学 博士（情報科学） ソフトウェア開発におけるピアレビューの定量的分析に関する研究 2011年3月25日
築谷　喬之 マルチメディア工学 博士（情報科学） 大画面環境におけるポインティング動作の評価と支援に関する研究 2011年3月25日

Kriengsak TREEPRAPIN マルチメディア工学 博士（情報科学） Research on Effective Sensor Control Methods for Sparse Sensor Networks
（疎なセンサネットワークにおける効率的なセンサ制御手法に関する研究） 2011年3月25日

中野　雄介 マルチメディア工学 博士（情報科学） 既存 Web リソースの有効活用方法に関する研究 2011年3月25日

山中　広明 マルチメディア工学 博士（情報科学） Prevention of Polluted Contents in P2P Content Sharing System
（P2P コンテンツ共有システムにおける汚染コンテンツ拡散抑制に関する研究） 2011年3月25日

吉野　松樹 マルチメディア工学 博士（情報科学） データセンタにおける情報システムの高度運用に関する研究 2011年3月25日
堀之内　貴明 バイオ情報工学 博士（情報科学） 長期植え継ぎ培養を用いた大腸菌のエタノールストレスへの適応に関する研究 2011年3月25日

Christian Nitschke 情報システム工学 博士（工学） Image-based Eye Pose and Reflection Analysis  for Advanced Interaction Techniques and Scene Understanding
（眼球の幾何・光学解析によるインタラクション技術およびシーン認識に関する研究） 2011年3月25日

論文博士
密山　幸男 情報システム工学 博士（情報科学） 動画像通信のための信号処理機能のＶＬＳＩ化に関する研究 2010年6月9日
田島　滋人 情報ネットワーク学 博士（情報科学） 無線メッシュネットワークのクラスタ分割とリンクスケジューリングに関する研究 2010年9月22日

奥田　剛 情報ネットワーク学 博士（情報科学） Studies on Systems to Maintain Trustworthiness and Accuracy of Information Shared over the Internet 
（インターネット上で流通する情報の信頼性と確度を保つシステムに関する研究） 2011年3月25日

■博士学位授与情報
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■入学・修了者数（平成22年度）
●博士前期課程入学者数	 ●博士前期課程修了者数

専　攻 定　員 2010年度
2010.3

計 うち短縮

情報基礎数学 15 16 10

情報数理学 14 16 18

コンピュータサイエンス 17 20 28

情報システム工学 18 22 24

情報ネットワーク学 20 24 20

マルチメディア工学 20 18 24

バイオ情報工学 17 21 19 1

計 121 137 143 1

●博士後期課程入学者数	 ●博士後期課程修了者数	

専攻 定員
2010年度

計 2010.6
2010.9 2010.12 2011.3 合計

4/1 10/1 計 うち
短縮 計 うち

短縮 計 うち
短縮 合計 うち

短縮
情報基礎数学 7 2 2 0 0

情報数理学 5 4 4 1 1 2

コンピュータサイエンス 5 2 1 3 2 2

情報システム工学 6 7 1 8 1 1 1 10 12 1

情報ネットワーク学 7 11 1 12 2 1 4 6 1

マルチメディア工学 7 5 5 8 8

バイオ情報工学 6 4 1 5 1 1

計 43 35 4 39 1 4 2 0 0 26 0 31 2

■平成22年度　インターンシップ受講者数
専攻名 受講者数

情報数理学 6
コンピュータサイエンス 6
情報システム工学 4
情報ネットワーク学 16
マルチメディア工学 11
バイオ情報工学 1

計 44

■平成22年度「大阪大学情報科学研究科賞」受賞
情報基礎数学 東谷　章弘
情報数理学 福嶋　悠大
コンピュータサイエンス 首藤　裕一
情報システム工学 沼口　直紀
情報ネットワーク学 南　勇貴
マルチメディア工学 小林　由依
バイオ情報工学 松本　悠希

■嵩賞受賞者		
氏名（出身／博士学位取得の研究科） 受賞研究課題名

H22年度
荒瀬　由紀（情報科学研究科） 携帯電話における Web ページ掲示手法に関する研究
小泉　佑揮（情報科学研究科） アトラクター選択にもとづく適応的な波長光ネットワーク制御に関する研究
更田　裕司（情報科学研究科） 製造ばらつきと環境変動を許容するサブスレッショルド回路設計に関する研究

■平成22年度インターンシップ企業名
㈱インターネットイニシアティブ ルネサスエレクトロニクス㈱
クマリフト㈱ ㈱ KDDI 研究所
JFE スチール㈱ 三菱電機㈱
ダイキン工業㈱ GE ヘルスケアジャパン㈱
TIS ㈱ グーグル㈱
㈱東芝 ノバシステム㈱
日本電信電話㈱ ピクシブ㈱
西日本電信電話㈱ 楽天㈱
日本電気㈱ ㈱日立製作所
NEC 中央研究所 ㈱野村総合研究所
パナソニック㈱ 関西電力㈱
古野電気㈱ 新日鉄ソリューションズ㈱
レノボ・ジャパン㈱ パナソニック電工㈱
ソニー㈱
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■表彰者
職名 氏　名 受賞又は評価の年月 受　賞　名 主　催　者　名

教授 薦田　憲久 2011年1月 Best Paper Award Japan-Cambodia Joint Symposium on Information Systems 
and Communication Technology

准教授 秋吉　政徳 2011年1月 Best Paper Award Japan-Cambodia Joint Symposium on Information Systems 
and Communication Technology

教授 松田　秀雄 2010年12月 Best Poster Award The 21st International Conference on Genome Informatics (GIW2010)
助教 瀬尾　茂人 2010年12月 Best Poster Award The 21st International Conference on Genome Informatics (GIW2010)
准教授 竹中　要一 2010年12月 Best Poster Award The 21st International Conference on Genome Informatics (GIW2010)

教授 東野　輝夫 2010年11月 Annual Report of Osaka University -Academic Achievement-
2009-2010 論文100選 大阪大学

助教 梅津　高朗 2010年11月 Annual Report of Osaka University -Academic Achievement-
2009-2010 論文100選 大阪大学

准教授 原　隆浩 2010年11月 Annual Report of Osaka University -Academic Achievement-
2009-2010 論文10選 大阪大学

教授 八木　康史 2010年11月 Best paper award The Fourth Pacific-Rim Symposium on Image and Video 
Technology

教授 西尾　章治郎 2010年11月 International Conference on Ambient Systems, Networks 
and Technologies (ANT 2010), Best Paper Award ANT2010組織委員会

准教授 原 隆浩 2010年11月 International Conference on Ambient Systems, Networks 
and Technologies (ANT 2010), Best Paper Award ANT2010組織委員会

教授 東野　輝夫 2010年11月 情報処理学会 モバイルコンピューティングとユビキタス通信
研究会 第56回研究発表会 優秀論文賞 情報処理学会

准教授 山口　弘純 2010年11月 情報処理学会 モバイルコンピューティングとユビキタス通信
研究会 第56回研究発表会 優秀論文賞 情報処理学会

助教 廣森　聡仁 2010年11月 情報処理学会 モバイルコンピューティングとユビキタス通信
研究会 第56回研究発表会 優秀論文賞 情報処理学会

教授 楠本　真二 2010年11月 創立50周年記念論文賞 情報処理学会
助教 肥後　芳樹 2010年11月 創立50周年記念論文賞 情報処理学会
教授 東野　輝夫 2010年11月 創立50周年記念論文賞 情報処理学会
准教授 山口　弘純 2010年11月 創立50周年記念論文賞 情報処理学会
助教 堀﨑　遼一 2010年11月 第19回日本光学会奨励賞 日本光学会
助教 小泉　佑揮 2010年11月 第4回嵩賞 大阪大学 大学院情報科学研究科 大学院基礎工学研究科

教授 四方　哲也 2010年10月 Widmer Award Winner The 14th International Conference on Miniaturized 
Systems for Chemistry and Life Sciences

准教授 鈴木　宏明 2010年10月 Widmer Award Winner The 14th International Conference on Miniaturized 
Systems for Chemistry and Life Sciences

准教授 古澤　力 2010年10月 大阪大学飛翔研究フェロー 大阪大学
准教授 橋本　昌宜 2010年10月 大阪大学飛翔研究フェロー 大阪大学
教授 清水　浩 2010年9月 Asia Pacific Bioinformatics Network Best Poster Award 9th International Conference on Bioinformatics InCoB2010
准教授 古澤　力 2010年9月 Asia Pacific Bioinformatics Network Best Poster Award 9th International Conference on Bioinformatics InCoB2010
教授 楠本　真二 2010年9月 Best Paper Award Informatics Society
准教授 岡野　浩三 2010年9月 Best Paper Award Informatics Society
教授 下條　真司 2010年9月 フェロー 電子情報通信学会
准教授 長谷川　 剛 2010年9月 平成22年度電子情報通信学会通信ソサイエティ活動功労賞 電子情報通信学会
准教授 橋本　昌宜 2010年9月 優秀論文賞 情報処理学会 SLDM 研究会

助教 蓮池　隆 2010年8月 Excellent Paper Award International Symposium on Management Engineering 
2010

准教授 奥原　浩之 2010年7月 Best Organizing Award The 40th International Conference on Computers & 
Industrial Engineering

教授 東野 　輝夫 2010年7月 情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポ
ジウム（DICOMO2010) 優秀論文賞 情報処理学会

准教授 山口 　弘純 2010年7月 情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポ
ジウム（DICOMO2010) 優秀論文賞 情報処理学会

特任助教 内山　彰 2010年7月 情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポ
ジウム（DICOMO2010) 優秀論文賞 情報処理学会

准教授 原 　隆浩 2010年7月 情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポ
ジウム（DICOMO2010) 優秀論文賞 情報処理学会

准教授 寺西 　裕一 2010年7月 情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポ
ジウム（DICOMO2010) 優秀論文賞 情報処理学会

教授 西尾　章治郎 2010年7月 情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポ
ジウム（DICOMO2010) 優秀論文賞 情報処理学会

教授 東野　輝夫 2010年7月 情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポ
ジウム (DICOMO2010) 野口賞 情報処理学会

特任助教 内山　彰 2010年7月 情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポ
ジウム (DICOMO2010) 野口賞 情報処理学会

准教授 向川　康博 2010年7月 第13回 画像の認識・理解シンポジウム (MIRU2010) 優秀論
文賞 画像情報学フォーラム

教授 八木　康史 2010年7月 第13回 画像の認識・理解シンポジウム (MIRU2010) 優秀論
文賞 画像情報学フォーラム

教授 沼尾　正行 2010年6月 研究会優秀賞 人工知能学会
准教授 栗原　聡 2010年6月 研究会優秀賞 人工知能学会

教授 今井　 正治 2010年5月 IEEE Solid-State Circuits Society Japan Chapter Academic 
Research Award IEEE Solid-State Circuits Society Japan Chapter
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職名 氏　名 受賞又は評価の年月 受　賞　名 主　催　者　名

助教 坂主　 圭史 2010年5月 IEEE Solid-State Circuits Society Japan Chapter Academic 
Research Award IEEE Solid-State Circuits Society Japan Chapter

准教授 武内　 良典 2010年5月 IEEE Solid-State Circuits Society Japan Chapter Academic 
Research Award IEEE Solid-State Circuits Society Japan Chapter

教授 谷田　純 2010年5月 レーザー学会第30回年次大会優秀論文発表賞 社団法人レーザー学会
准教授 小倉　裕介 2010年5月 レーザー学会第30回年次大会優秀論文発表賞 社団法人レーザー学会

教授 東野 　輝夫 2010年5月 情報処理学会モバイル通信とユビキタスコンピューティング
優秀論文賞 情報処理学会

准教授 山口　 弘純 2010年5月 情報処理学会モバイル通信とユビキタスコンピューティング
優秀論文賞 情報処理学会

教授 村上　孝三 2010年5月 平成21年度情報処理学会論文賞 （社）情報処理学会
准教授 木下　和彦 2010年5月 平成21年度情報処理学会論文賞 （社）情報処理学会

准教授 原　隆浩 2010年4月 International Conference on Mobile Computing and 
Ubiquitous Networking (ICMU 2010), Excellent Paper Award IPSJ SIG-MBL

助教 神崎　映光 2010年4月 International Conference on Mobile Computing and 
Ubiquitous Networking (ICMU 2010), Excellent Paper Award IPSJ SIG-MBL

教授 西尾　章治郎 2010年4月 International Conference on Mobile Computing and 
Ubiquitous Networking (ICMU 2010), Excellent Paper Award IPSJ SIG-MBL

准教授 原　隆浩 2010年4月 KDDI 財団優秀研究賞 KDDI 財団

助教 鮫島　正樹 2010年4月 The 3rd Japan-China Joint Symposium on Information 
Systems (JCIS 2010) Best Paper Award 電気学会

助教 蓮池　隆 2010年4月 第9回船井情報科学振興財団　研究奨励賞 財団法人　船井情報科学振興財団
助教 鮫島　正樹 2010年4月 平成21年電気関係学会関西支部連合大会 奨励賞 電気関係学会関西支部連合

助教 蓮池　隆 2010年3月 Best Paper Award IAENG International Conference on Operations Research 
2010 (ICOR'10)

教授 西尾　章治郎 2010年3月 データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM 2010）
最優秀論文賞 情報処理学会，電子情報通信学会，日本データベース学会

准教授 原 　隆浩 2010年3月 データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM 2010）
最優秀論文賞 情報処理学会，電子情報通信学会，日本データベース学会

教授 村田　正幸 2010年3月 電子情報通信学会情報通信マネジメント研究会2009年度研究賞 電子情報通信学会
准教授 長谷川　剛 2010年3月 電子情報通信学会情報通信マネジメント研究会2009年度研究賞 電子情報通信学会
准教授 梅谷　俊治 2010年3月 日本オペレーションズ・リサーチ学会　第５回　文献賞奨励賞 日本オペレーションズ・リサーチ学会
准教授 向川　康博 2010年1月 優秀発表賞 計測自動制御学会等
教授 八木　康史 2010年1月 優秀発表賞 計測自動制御学会等

■人事異動
異動年月日 職名 所属 氏名 異動事由 摘要
H22.4.1 教授 情報基礎数学 有木　進 採用 京都大学 准教授から
H22.4.1 教授 マルチメディア工学 細田　耕 昇任 本学大学院工学研究科 准教授から
H22.4.1 助教 情報システム工学 畠中　理英 配置転換 情報システム構成学講座 助手から
H22.4.1 助教 マルチメディア工学 池本　周平 採用 　
H22.4.1 特任助教（常勤） 木村　杏子 採用 CREST
H22.4.1 特任助教（常勤） 中村　嘉隆 採用 CREST
H22.9.30 特任助教（常勤） 木村　杏子 退職 静岡大学 助教
H22.10.1 教授 情報数理学 藤崎　泰正 採用 神戸大学 准教授から
H22.10.1 准教授 マルチメディア工学 清水　正宏 採用 東北大学 助教から
H22.10.1 助教 情報数理学 堀﨑　遼一 採用
H22.10.1 特任助教（常勤） SAKHAEE EHSAN 採用 グローバル COE プログラム
H22.10.1 特任助教（常勤） EUM SUYONG 採用 グローバル COE プログラム
H22.10.1 特任助教（常勤） 吉川　勝徳 採用 三菱化学（株）から
H23.2.28 特任助教（常勤） SAKHAEE EHSAN 退職
H23.3.31 （連携）教授 情報ネットワーク学 後藤　厚宏 退職 受入終了
H23.3.31 特任准教授（常勤） 香川　景一郎 退職 静岡大学 准教授
H23.3.31 特任准教授（常勤） 鈴木　真吾 退職 理化学研究所 研究員
H23.3.31 特任助教（常勤） EUM SUYONG 退職 情報通信研究機構 有期研究員
H23.3.31 特任助教（常勤） 中村　嘉隆 退職 公立はこだて未来大学 助教
H23.3.31 特任助教（常勤） 濵邊　崇 退職
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専攻 講座名 教授 准教授 講師 助教
情報基礎数学 組合せ数学 日比 孝之 山根 宏之 岡崎 亮太（特任）

離散幾何学 和田 昌昭 永友 清和

離散構造学 有木 進 大山 陽介

応用解析学 松村 昭孝 茶碗谷 毅

大規模数理学 伊達 悦朗 三木 敬

コンピュータ実験数学（協力講座） 小田中 紳二 降籏 大介

（豊中サイバーメディアセンター）
情報数理学 計画数理学 藤崎 泰正 奥原 浩之 　

非線形数理 八木 厚志 山本 吉孝 畠中 利治

情報フォトニクス 谷田 純 小倉 裕介 堀﨑　遼一

システム数理学 森田 浩 梅谷 俊治 蓮池 隆

知能アーキテクチャ（協力講座） 沼尾 正行 栗原 聡 森山 甲一

（産業科学研究所） 福井 健一
コンピュータサイエンス アルゴリズム設計論 増澤 利光 角川 裕次 大下 福仁

ソフトウェア設計学 楠本 真二 岡野 浩三 肥後 芳樹

ソフトウェア工学 井上 克郎 松下 誠 石尾 隆

並列処理工学 萩原 兼一 伊野 文彦 置田 真生

知能メディアシステム（協力講座） 八木 康史 向川 康博 槇原 靖

（産業科学研究所） 満上 育久
情報システム工学 集積システム設計学 今井 正治 武内 良典 坂主 圭史

情報システム構成学 尾上 孝雄 橋本 昌宜 畠中 理英

伊藤 雄一（兼任）

集積システム診断学 中前 幸治 三浦 克介 御堂 義博

ディペンダビリティ工学 菊野 亨 土屋 達弘

メディア統合環境（協力講座） 竹村 治雄 清川 清 中澤 篤志 間下 以大

（豊中サイバーメディアセンター） 伊達 進

高機能システムアーキテクチャ（連携講座） 千葉 徹（シャープ）

中村 眞（シャープ）

　　 山田 晃久（シャープ）
情報ネットワーク学 先進ネットワークアーキテクチャ 村田 正幸 若宮 直紀 荒川 伸一

大下裕一（兼任）

インテリジェントネットワーキング 村上 孝三 木下 和彦 廣田 悠介

情報流通プラットフォーム 今瀬 真 大崎 博之 小泉 佑揮

モバイルコンピューティング 東野 輝夫 山口 弘純 梅津 高朗

廣森 聡仁

内山 彰（特任）

ユビキタスネットワーク（協力講座） 中野 博隆 長谷川 剛  谷口 義明

（豊中サイバーメディアセンター）

サイバーコミュニケーション（連携講座） 松岡 茂登（NTT）

　　　　 前田 英作（NTT）

堂坂 浩二（NTT）
マルチメディア工学 マルチメディアデータ工学 西尾 章治郎（兼任） 原 隆浩 神崎 映光

寺西 裕一

義久 智樹（兼任）

春本 要（兼任）

セキュリティ工学 藤原 融 石原 靖哲 吉田 真紀

ヒューマンインタフェース工学 細田 耕 清水 正宏 池本 周平

ビジネス情報システム 薦田 憲久 秋吉 政徳 鮫島 正樹

応用メディア工学（協力講座） 下條 真司 馬場 健一 小島 一秀 東田 学

（吹田サイバーメディアセンター） 阿部 洋丈

マルチメディアエージェント（連携講座） 萩田 紀博（ATR） 宮下 敬宏（ATR）

   　 神田 崇行（ATR）

ナレッジクラスタ（連携講座） 田中 克己（京都大） 宮崎 純（奈良先端大）

木俵 豊（NICT） 是津 耕司（NICT）
バイオ情報工学 ゲノム情報工学 松田 秀雄 竹中 要一 瀬尾 茂人

代謝情報工学 清水 浩 古澤 力 平沢 敬

小野 直亮（特任） 吉川 勝徳（特任）

バイオシステム解析学 浜口 清治 垣内 洋介

共生ネットワークデザイン学 四方 哲也 鈴木 宏明 イン ベイウェン

細田 一史（特任）

津留 三良（特任）

人間情報工学 前田 太郎 安藤 英由樹 飯塚 博幸

兼任教員 コンピュータサイエンス：佐藤 嘉伸（准教授）、中本 将彦（助教）、 情報システム工学：江原 康生（講師）、 情報ネットワーク学：田島 滋人（助教）

■教員一覧	 平成23年4月1日現在



60

月 日 曜 行　　　　　　事　　　　　　等
第１学期（４月１日～９月30日）

3 25 金 KOAN 履修登録（～４／22　　但し、４／５～４／８登録禁止）
履修科目届（Ｇ票）提出期間（～４／22）

4 1 金 春季休業（～４／10）
6 水 大阪大学入学式 ［大阪城ホール］

8 金 情報科学研究科入学ガイダンス ［コンベンションセンター MO ホール］
専攻別入学ガイダンス ［情報科学研究科棟］ 

　 11 月 第１学期授業開始（～８／８）
中旬 学生定期健康診断

5 1 日 大阪大学記念日
 2 月 いちょう祭（授業休業）～５／３

3 火 一日体験教室
6 6 月 入学願書受付［博士前期課程　推薦入学特別選抜］　・事前審査受付［３年次対象特別選抜］（～６／10）
7 1 金 入学試験　［博士前期課程　推薦入学特別選抜］　

4 月

入学願書受付（～７／８）
［博士前期課程　一般選抜、３年次対象特別選抜、留学生対象特別選抜8月］
［博士後期課程　一般選抜８月、留学生対象特別選抜8月］
［博士後期課程10月入学　一般選抜、留学生対象特別選抜］

8 金 合格者発表  ［博士前期課程推薦入学特別選抜］

12 火 ９月修了に係る博士学位申請書類　提出期限　

8 6 土 入学試験（～８／７）   ［博士前期課程　一般選抜、３年次対象特別選抜、留学生対象特別選抜８月］

8 月

入学試験　［博士後期課程　一般選抜８月、留学生対象特別選抜８月］
　　　　　［博士後期課程10月入学　一般選抜、留学生対象特別選抜］
入学試験（情報基礎数学専攻）（～８／10）
　　　　　［博士前期課程　一般選抜、３年次対象特別選抜、留学生対象特別選抜8月］

9 火 夏季休業（～９／30）
19 金 合格者発表  ［博士前期課程・後期課程］
22 月 入学願書受付（～９／２）［科目等履修生（２学期）］

9 8 木 入学手続日（～９／９）［博士後期課程１０月入学者］
22 木 履修登録・履修科目届（Ｇ票）提出期間（～10/21（予定））

未定 大阪大学学位記授与式、情報科学研究科学位記授与式
第２学期（10月１日～３月31日）
10 3 月 第２学期授業開始（～２／14）
11 3 木 大学祭（～１１／６）　授業休業：11／４、11／７（後片付け）
12 ～中旬 入学試験　［博士前期課程・後期課程　留学生対象特別選抜12月］　

16 金 合格者発表  ［博士前期課程・後期課程　留学生対象特別選抜］
23 金 冬季休業（～１／５）

1 6 金 授業再開
10 火 博士学位申請書類　提出期限
14 土 大学入試センター試験（～１／15）　臨時休業１／13

2 14 火 第２学期授業終了
17 金 合格者発表  ［博士後期課程一般選抜２月］

未定 大阪大学前期日程入試日

3 9 金 博士前期課程及び後期課程　修了者発表（午後４時（予定）から）
合格者発表 ［博士前期課程３年次対象特別選抜第2次試験］

未定 大阪大学後期日程入試日（設営３／　）
15 木 情報科学研究科平成２４年度入学者の入学手続日（～３／16）
22 木 大阪大学学位記授与式、情報科学研究科学位記授与式、情報科学研究科卒業祝賀・謝恩会

■平成23年度　学年歴



61

社会人入学を希望される方へ
　企業等で現実に直面している問題の解決策の発見や自己啓発はもちろん、日

本の情報通信産業のさらなる発展への貢献のため、博士後期課程に入学し、情

報科学の新しい価値の創造を目指した研究に研究科のスタッフと共に取り組ん

でいきませんか。情報科学研究科では、職を持った社会人が博士課程において

学び、研究を進められるよう、さまざまな方策をとっています。平成24年４月

入学の博士後期課程入試については、以下の予定で実施します。

　・�一般選抜（夏期）：情報基礎数学専攻を除く６専攻において平成23年８月

８日実施

　・�一般選抜（２月）：全専攻において平成24年２月13, 14日実施

　なお、一般選抜（夏期）の試験においては、平成23年10月に入学すること

も可能です。

　また、博士後期課程だけでなく、博士前期課程についても社会人入学が可能

です。博士前期課程入試については、一般選抜（夏期）入試を、平成23年８月

８～10日に情報基礎数学専攻において、平成23年８月６～７日に他の６専攻

において実施します。

　詳細は研究科のホームページ （http://www.ist.osaka-u.ac.jp/） をご覧下さい。

大学院へ入学を希望される方へ
　情報科学研究科は、21世紀の高度情報社会の発展に貢献するため、ハード

ウェアからソフトウェアまで、また、システムからネットワークまで、幅広い

数理的素養と専門的技術を基に情報科学技術の分野で世界をリードできる専門

的技術者および研究者を育成することを最大の目標に掲げています。それを具

現化するために、情報科学研究科では、情報科学の基礎的数理や自然社会現象

の情報技術への応用を扱う情報基礎数学専攻、情報数理学専攻、最新の情報科

学技術分野をリードし創造するコンピュータサイエンス専攻、情報システム工
学専攻、情報ネットワーク学専攻、マルチメディア工学専攻の４専攻、さらに、

生命現象と情報科学の融合を推進するバイオ情報工学専攻を置いています。

　本研究科ではこのような理念と体制のもと、学内外を問わず、理学系、工学

系、基礎工学系などの学部で情報科学技術を学んできた学生、および情報科学

技術の生物学や医学などへの工学応用や展開に興味を持つ学生、ならびに既に

これらの学部を卒業し、社会の様々な分野で活躍しながら、情報科学技術への

貢献を強く願う学生を受け入れています。さらに、幅広く人材を求めるために、

情報科学技術以外の学部等に在籍する学生や、社会人で情報技術に関して勉学・

研究にとりくむ意欲がある学生についても、積極的に受け入れています。また、

外国人留学生の受け入れも積極的に行っています。

■研究科からのお知らせ
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　平成24年度入試の主要日程は以下のとおりです。

　　・博士前期課程 一般選抜／３年次対象特別選抜／留学生対象特別選抜8月

　　　 ∇７／４－８　入学願書受付

　　　 ∇８／６－７　入学試験 （情報基礎数学専攻は８／８－10）

　　　 ∇８／19　　　合格者発表

　　・博士前期課程 推薦入学特別選抜

　　　 ∇６／６－10　入学願書受付

　　　 ∇７／１　　　入学試験

　　　 ∇７／８　　　合格者発表

　　・�博士後期課程 一般選抜８月（情報基礎数学専攻を除く）／留学生対象

特別選抜８月

　　　 ∇７／４－８　入学願書受付

　　　 ∇８／８　　　入学試験（留学生対象特別選抜 情報基礎数学専攻は８／10）

　　　 ∇８／19　　　合格者発表

　なお、博士前期課程・後期課程 留学生対象特別選抜は12月、博士後期課程 

一般選抜は２月にも行われます。詳細は研究科のホームページ （http://www.

ist.osaka-u.ac.jp/） をご覧下さい。

共同研究・委託研究を希望される方へ
産学連携総合企画室長・萩原　兼一

　情報科学技術は社会と密接に結びついており、社会の要求を的確にとらえ、

その成果を迅速に社会に還元することが重要です。これを実現するためには，

産学の密接な連携が不可欠で、先進的な研究成果（シーズ）を社会からの要求

（ニーズ）にうまく結びつけることが肝要です。それらを実現するために、大

学院情報科学研究科ではＩＴ連携フォーラム OACIS（http://www.oacis.jp/）

を設立しています。さらに、本研究科内に産学連携総合企画室（http://www.

ist.osaka-u.ac.jp/japanese/sangaku/）を設け、共同研究や受託研究を積極的に

進めております（本誌の「産学連携活動について」をご参考にしてください。）。

　みなさまにとって関心のある内容が、どの講座（研究室）で研究しているか

が明確な場合は、その講座に直接ご相談下さい。講座名や教員名、およびその

電話番号・メールアドレスは教職員紹介サイト（http://www.ist.osaka-u.ac.jp/

japanese/inquiry/prof.html）に掲載されています。

　もし、どの講座に相談すればよいかがわからない場合は、上記産学連携総合

企画室のウェブサイトに記載されている相談受付にご連絡をお願いします。




